
東
管
機
商
帝
国
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典

一
致
協
力
し
て
業
界
変
革
へ
邁
進

建
設
技
能
者
の
能
力
評
価
へ

国
交
省

検
討
会
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活
用

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
橋
本
政
昭
理
事
長
）
は
十
一
月
八
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
で

創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
組
合
員
、
賛
助
会
員
、
来
賓
の
行
政
・
業
界
関
係
者
な
ど
四
百

二
十
余
名
が
一
堂
に
集
い
、
幾
星
霜
を
超
え
て
築
き
上
げ
た
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
業

界
の
さ
ら
な
る
変
革
・
発
展
へ
決
意
を
新
た
に
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
先
進
的
企
業
集
団
と
し
て
国
民

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
致
協
力
し
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

記
念
式
典
で
は
橋
本
理
事

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
当
組
合
は
七
月
十
四
日
を

も
っ
て
創
立
七
十
周
年
を
迎

え
た
。
戦
後
ま
も
な
い
昭
和

二
十
二
年
、
東
京
バ
ル
ブ
コ

ッ
ク
商
業
協
同
組
合
の
名
称

の
も
と
発
足
し
た
。
昭
和
二

十
五
年
一
月
、
東
京
バ
ル
ブ

継
手
鉄
管
商
業
協
同
組
合
に

組
織
を
変
更
、
さ
ら
に
昭
和

三
十
九
年
一
月
、
東
京
管
工

機
材
商
業
協
同
組
合
に
改
称

し
、
今
日
を
迎
え
る
に
至
っ

た
」
と
長
年
に
わ
た
る
歴
史

を
振
り
返
っ
た
あ
と
「
日
本

の
大
き
な
変
革
の
流
れ
の
中

で
当
業
界
も
大
き
な
変
革
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
が

今
後
の
成
長
分
野
と
し
て
掲

げ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

リ
フ
ォ
ー
ム
・
中
古
住
宅
流

通
推
進
、
健
康
・
快
適
、
安

全
・
安
心
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
地
域
の
活
性
化
、
Ｉ
Ｔ

活
用
と
い
う
七
つ
の
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
永
年
勤
続
優
良
社

員
・
組
合
功
労
者
百
五
十
二

名
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
斎
長
物

産
㈱
の
三
條
哲
也
氏
が
「
今

回
の
表
彰
は
皆
さ
ま
の
温
か

い
激
励
と
ご
支
援
の
賜
物

だ
。
後
進
の
指
導
に
努
め
、

業
界
の
発
展
に
尽
く
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
来
賓
を
代
表
し

て
小
寺
裕
之
東
京
都
産
業
労

働
局
経
営
支
援
課
長
、
佐
藤

章
東
京
都
管
工
事
工
業
協
同

組
合
理
事
長
、
堀
田
康
之
㈱

キ
ッ
ツ
社
長
、
小
泉
久
則
一

般
社
団
法
人
全
国
管
工
機
材

商
業
連
合
会
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。
小
寺
氏
は
「
東
京

の
さ
ら
な
る
進
化
に
貢
献

し
、
明
る
い
未
来
を
創
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
、
佐
藤

氏
は
「
貴
組
合
と
は
揺
る
ぎ

な
い
盟
友
関
係
を
構
築
し
て

い
る
。
共
に
明
る
く
活
力
に

満
ち
た
業
界
づ
く
り
を
め
ざ

す
」
、
堀
田
氏
は
「
皆
さ
ま

に
強
い
奉
仕
の
精
神
が
な
け

れ
ば
こ
こ
ま
で
継
続
で
き
な

い
。
わ
れ
わ
れ
賛
助
会
員
も

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く
」
、

小
泉
氏
は
「
相
互
の
連
携
を

強
化
し
、
手
を
取
り
合
っ
て

変
化
に
対
応
し
、
大
規
模
災

害
に
も
備
え
て
い
き
た
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

祝
電
披
露
後
、
武
市
敬
東

京
都
財
務
局
長
が
「
２
０
２

０
年
に
向
け
た
都
政
の
状

況
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演

を
行
っ
た
。

祝
賀
会
は
吉
野
正
治
記
念

事
業
実
行
委
員
長
・
副
理
事

長
の
開
会
の
辞
、
橋
本
理
事

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
秋

田
一
郎
都
議
・
組
合
顧
問
と

牧
原
秀
樹
衆
院
議
員
・
管
機

連
名
誉
顧
問
が
来
賓
を
代
表

し
て
祝
辞
を
述
べ
、
松
田
英

行
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
副
会
長
の
発
声
で
一

斉
に
乾
杯
。
祝
宴
に
は
足
立

敏
之
参
院
議
員
・
管
機
連
名

誉
顧
問
も
駆
け
つ
け
、
元
Ａ

Ｋ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
の
小
原
春
香

さ
ん
や
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ａ
さ
ん
の

歌
で
会
場
が
盛
り
上
が
る

中
、
向
山
英
雄
副
理
事
長
の

中
締
め
で
盛
況
の
う
ち
に
散

会
し
た
。

国
土
交
通
省
は
十
一
月
十

三
日
、
東
京
・
神
谷
町
の
建

設
業
振
興
基
金
会
議
室
で
第

一
回
「
建
設
技
能
者
の
能
力

評
価
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
（
座
長
・
蟹
澤
宏
剛

芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
建

築
学
科
教
授
）
を
開
催
し

た
。
建
設
業
の
中
長
期
的
な

担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
能
力
評
価

基
準
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
議
論

し
、
来
年
三
月
を
め
ど
に
中

間
報
告
を
ま
と
め
る
。

来
年
秋
に
建
設
技
能
者
の

就
業
履
歴
や
保
有
資
格
を
業

界
統
一
の
ル
ー
ル
で
蓄
積
す

る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ

る
。
シ
ス
テ
ム
導
入
を
処
遇

改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は

シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ
る
情

報
を
活
用
し
た
技
能
者
の
能

力
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
同
省
は
学
識
者

や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
な
る

検
討
会
を
設
置
。
委
員
と
し

て
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
大
熊
泰
雄
理
事
・

技
術
部
長
、
一
般
社
団
法
人

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

の
安
達
孝
氏
ら
が
参
加
し
て

い
る
。

初
会
合
で
は
鈴
木
英
二
郎

同
省
大
臣
官
房
審
議
官
・
土

地
・
建
設
産
業
局
担
当
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
よ
い
職
人

を
育
て
て
建
設
産
業
全
体
の

好
循
環
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
皆
さ
ま
の
活
発
な
議
論

を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

建
設
技
能
者
の
能
力
評
価

を
検
討
す
る
際
の
論
点
で
は

①
い
か
に
客
観
性
を
確
保
す

る
か
②
技
能
者
の
レ
ベ
ル
分

け
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
③

評
価
そ
の
も
の
に
大
き
な
コ

ス
ト
（
費
用
・
時
間
・
手

間
）
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
④
業
種
ご
と
の
特
殊
性

を
踏
ま
え
つ
つ
業
種
で
技
能

レ
ベ
ル
に
大
き
な
差
が
発
生

し
な
い
制
度
に
で
き
る
か
―

―
な
ど
を
提
示
し
た
。

４２０余名が一堂に参集

祝賀会で親睦と結束を深める

橋本理事長

学識者・関係団体が初会合

鈴木審議官
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